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１．はじめに 

地上解像度 1m クラスの高解像度衛星画像の利用が進

み，航空写真並の細かな画像が提供されている．これに

よって解析可能となった地物が多く存在するが，判読の

基準や成果などに関する知見・整理はまだ十分な蓄積を

持たない．そこで，高解像度衛星画像の目視判読を通じ

て抽出可能なフィールド情報について検討することを目

的として，日本とタイの水田圃場を事例としたフィール

ド情報の抽出を試みた． 

２．対象地域の概要と使用データ 

日本の水田圃場は，京都市左京区静原地区の傾斜約

1/20 の緩やかな傾斜地水田である．判読には 2003 年 11

月 26日に撮影されたQuickBird / Panchromatic画像を用い
た．一方タイでは，東北タイ・コンケン市街の南方約 30km 
の Ban Haet郡周辺の水田圃場とした．緩やかな起伏が連

続し，土壌は砂質で浸食が起こりやすい．判読には 2004
年 1月 29日（乾季）に撮影された QuickBird / Panchromatic
画像を用いた． 
３．目視判読による情報抽出の事例 

3.1 京都市左京区の傾斜地水田 

1) 田面の植生 画像のテクスチャ（肌理）に着目し，田

面の植生の判読を試みた．なお，画像の撮影時期から水

田の状態は次の 3 つに分類されると考えられる．イ）収
穫を終えたままの刈り株による被覆，ロ）収穫後に耕耘

された土壌による被覆，ハ）耕作放棄による丈の低い植

生．この結果，ロ）に相当する耕耘後のテクスチャの細

かな水田筆と，イ）とハ）に相当するテクスチャの粗い

水田筆とは容易に判別可能であることが示された（図 1）．
また，ロ）については，耕耘後間もない状態と思われる

黒色のものから，耕耘後，一定の時間が経過し乾燥状態を呈する灰色のものまでが確認された

（図 2）．イ）については，整然とした刈り株が線状に確認できる水田筆があったが（図 3），
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図1 田面のテクスチャ 

（図1～3: 120m×120m） 

 

図2 表層土壌の色調  

 

図3 刈り株  



これを除いて，Panchromatic 画像だけではイ）とハ）の判

別が困難な場合が多かった． 
2) 畦畔の雑草 画像上で耕作放棄筆周辺の畦畔と，耕作筆

周辺の畦畔を比較すると，植生の差が明らかであった（図

4）．耕作放棄筆周辺の畦畔では，雑草が繁茂している様子
が確認された．耕作筆で手入れの行き届いている畦畔では

植生が少なくなっていた．雑草が繁茂している畦畔の領域

が必ずしも耕作放棄筆ではないが，圃場の維持管理の実態

を推察することが可能であると思われる． 

3.2 タイ・コンケンの天水田 

1) 落水口の位置 農家は必要に応じて落水口による水管

理を行っている．集中豪雨の後，余剰水を田越しで斜面低

位部の水田へと導水することもある．場所によってはこう

した落水口が見える水田があった．図 5 は 1 月の画像であ
り，12月までに収穫が終わることから，水田は刈り株に覆

われている状態にある．落水口自体は畦畔の分断として認

識されるが，落水口の下流側水田に局所洗掘もしくは堆砂

の痕跡が読み取れる．こうした痕跡の存在によって，落水

口の位置判読により確信が持てる． 
2) 浸食の痕跡と流下経路 降雨強度の大きな降雨の後に

浸食が頻発し，谷地の最低位部において畦畔の崩壊に至る

場合がある．図 6 もこうした地点の一つであり，図からは
2 つの流れが合流して被害を一層深刻化させていたことが
伺える．一つの流れは谷地に沿った流れで，もう一つは近

隣の高位部からの流れである．こうした流下経路を辿るこ

とにより浸食の全体像を俯瞰することが可能である． 
４．まとめ 

QuickBirdを用いた目視判読の結果，京都市左京区の傾斜

地水田では，田面の植生や，耕作放棄水田の畦畔の雑草に関する状態が把握された．また，表

土色に着目することにより収穫後の耕起作業の進捗状況についても把握可能であることが示

された．東北タイ・コンケンの天水田では，場所によっては水田の落水口の位置や，浸食の痕

跡、流下経路などについて特定可能であることが示された．複数の対象地区における画像判読

を通じて，フィールド調査に対する高分解能衛星画像の目視判読の有効性とともに，撮影時期

に特有の圃場の状態を確認できる可能性が示唆された． 
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図4 畦畔の植生 (60m×60m) 

 

 図5 落水口（120m×120m） 

 

図6 浸食の痕跡 （240m×240m） 


